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◎
市
立
角
館
総
合
病
院
の
平

成
22
年
度
決
算
状
況
は
、

９
０
６
万
円
の
赤
字

　

累
積
欠
損
金
は
約
14
億
円

　

赤
字
額
は
前
年
度
よ
り

１
億
２
，
３
９
５
万
円
減
、

主
な
要
因
は
、
外
来
収
益
の

増
加
、
国
の
交
付
金
が
大
き

く
の
び
た
事
、
職
員
給
与
費

及
び
材
料
費
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

◎
市
立
田
沢
湖
病
院
の
平
成

22
年
度
決
算
状
況
は
、

８
，
７
９
５
万
円
の
赤
字

　

累
積
欠
損
金
は

　

約
７
億
３
、８
０
０
万
円

　

主
な
要
因
は
光
熱
水
費
、

燃
料
費
の
増
加
と
給
与
費
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出
の
主
な
も
の

◉
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
改
革

推
進
費
。花
葉
館
、西
宮
家
、

ク
リ
オ
ン
、
ア
ロ
マ
の
市
が

50
％
以
上
出
資
し
て
い
る
４

社
の
今
後
の
方
向
性
を
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
へ
委
託
。

２
１
０
万
円

◉
東
日
本
大
震
災
へ
義
援
金
。

角
館
桜
並
木
駐
車
場
の
売
上

１
，
２
９
４
万
円
の
40
％
を

宮
古
市
、山
田
町
、大
槌
町
、

高
萩
市
、
常
陸
太
田
市
へ
各

１
０
３
万
円
。
５
１
７
万
円

　

平
成
24
年
度
ま
で
に
２
億

円
以
内
に
圧
縮
で
き
な
い
場

合
は
存
廃
を
含
め
見
直
し
を

図
る
こ
と
で
合
意
し
て
い

る
。

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

発
行
事
業
は
商
工
会
と
連

携
し
た
１
億
円
に
10
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
付
け
て
６
月
８

日
よ
り
発
売
を
開
始
し
て
い

る
。

　

市
民
は
20
万
円
ま
で
市
民

以
外
は
10
万
円
ま
で
購
入
で

き
る
が
、
発
売
後
約
１
週
間

で
完
売
し
て
い
る
。

◎
医
療
局

　

４
月
１
日
付
け
で
宮
川
信

医
師
が
仙
北
市
病
院
事
業
管

理
者
と
し
て
着
任
し
て
い

る
。
現
在
医
療
局
で
は
２
つ

の
市
立
病
院
の
業
務
形
態
を

見
直
し
『
給
与
事
務
と
出
納

事
務
の
統
合
』
を
図
り
資
金

効
率
の
改
善
を
進
め
て
い

る
。
又
、
委
託
業
務
の
見
直

し
を
行
う
と
共
に
『
薬
品
購

入
や
診
療
材
料
』
等
の
価
格

交
渉
も
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
角
館
病
院
の
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
建
設
用
地

選
定
委
員
会
に
よ
る
本
格
的

な
議
論
に
入
っ
て
い
る
。

６
月
定
例
会
の
主
の
も
の

◎
東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動

　

５
月
６
日
現
在
、
宮
城
県

女
川
町
か
ら
１
０
８
人
の

方
々
を
田
沢
湖
高
原
の
ホ
テ

ル
等
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

６
月
７
日
現
在
で
避
難
者

の
受
け
入
れ
状
況
は
、
福
島

県
48
人
、宮
城
県
１
７
３
人
、

岩
手
県
11
人
の
計
２
３
２
人

と
な
っ
て
い
る
。

◎
観
光
客
の
入
込
み
状
況

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を

受
け
て
、
人
出
は
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。

　

角
館
の
桜
ま
つ
り
は
昨
年

よ
り
88
万
６
０
０
人
少
な
い

68
万
４
０
０
人
。

　

刺
巻
湿
原
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

ま
つ
り
は
昨
年
よ
り
９
万

１
０
０
人
少
な
い
４
万

６
，
９
０
０
人
。

　

西
木
の
か
た
く
り
群
生
地

は
昨
年
よ
り
７
、９
１
８
人
少

な
い
１
万
７
２
４
人
の
人
出

と
な
り
い
ず
れ
も
大
幅
な
落

ち
込
み
に
な
っ
て
い
る
。

◎
秋
田
内
陸
線

　

平
成
22
年
度
決
算

　

平
成
22
年
度
の
赤
字
は

２
億
５
，
７
５
２
万
円
、
乗

車
人
員
は
平
成
元
年
の
全
線

開
通
以
来
最
低
の
記
録
と
な

る
。

◉
大
震
災
復
旧
支
援
資
金
。

融
資
申
込
み
が
１
１
３
件
、

想
定
し
た
融
資
額
を
16
億
円

か
ら
20
億
円
に
増
額
し
た
利

子
補
給
額
（
0.5
％
）。

２
２
５
万
円

◉
神
代
保
育
園
床
暖
房
修
繕

費
。　
　
　
　

４
３
３
万
円

◎
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
。
高
齢
者
を
見
守
り

支
え
合
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
10
事
業

者
（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
ス
ロ
ー
プ
設

置
他
）。　

１
、０
８
７
万
円

◉
医
師
確
保
の
た
め
の
奨
学

資
金
（
２
名
分
）。

　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

◉
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
費
。
自
然
環
境
や
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
調
査
作
成

（
緊
急
雇
用
２
名
）。

　
　
　
　
　
　

７
８
４
万
円

◉
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
事
業
。
実
体
験
を
し
て
意

見
を
聞
く
モ
ニ
タ
ー
。

　
　
　
　
　
　

１
４
５
万
円

◉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
。

地
元
小
中
学
生
の
宿
泊
体
験

活
動
に
支
援
す
る
（
一
泊

２
，
０
０
０
円
補
助
）。

　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

◉
田
沢
湖
遊
覧
船
桟
橋
整
備

事
業
。
県
事
業
で
あ
り
市
負

担
20
％
。　
１
、１
８
８
万
円

　観光・物産への影響は極めて甚大であり、自助努力でどうにか
なるという限度を超えている。
　市内の事業者が二次被害を受けている中で義援金のあり方につ
いて本会議で論議が集中する。

東日本大震災後、観光客が激減

平成23年度
仙北市一般会計補正予算
8,681万円を
採決の結果13対7で可決する。

仙北市議会
6月定例会
第4回
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田
口
（
寿
）・
阿
部
議
員

　
（
賛
成
討
論
）

　

義
援
金
を
送
る
こ
と
は
賛

成
す
る
。
今
後
一
日
も
早
く

二
次
被
害
の
対
応
策
を
講
ず

る
こ
と
と
、
仙
北
市
を
活
か

し
た
復
興
支
援
の
検
討
を
す

べ
き
で
あ
る
。

　

市
長
は
義
援
金
を
送
る
一

連
の
経
過
に
つ
い
て
裁
量
権

を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な

い
。
時
間
の
余
裕
が
な
い
中

で
の
判
断
は
や
む
を
得
な
い

も
の
で
あ
り
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
13
名

反
対
７
名
で
可
決
す
る
。

　

な
お
、
会
派
の
賛
否
は

反
対
会
派

　

新
星
会
、
日
本
共
産
党
仙

北
市
議
団

賛
成
会
派

　

仁
政
ク
ラ
ブ
、民
政
会
議
、

翠
巒
会

の
以
上
で
あ
る
。

（
田
口
（
喜
）　

記
）

　

６
月
28
日
、
議
会
最
終
日

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
対

し
て
反
対
、
賛
成
討
論
続
出

　

高
久
・
高
橋
議
員

　
（
反
対
討
論
）

　

角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間

中
の
駐
車
場
収
入
の
40
％

（
５
１
７
万
円
）
を
義
援
金

と
す
る
予
算
は
議
会
に
諮
る

前
に
決
定
し
て
お
り
事
前
執

行
で
は
な
い
か
。
仙
北
市
は

震
災
後
景
気
が
低
迷
し
て
お

り
、
義
援
金
で
は
な
く
地
元

で
図
書
券
を
購
入
し
、
小
学

生
を
対
象
に
送
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

　

仙
北
市
の
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
で
支
援
す
る
側
が
倒

れ
て
し
ま
っ
て
は
長
期
的
継

続
的
な
支
援
は
不
可
能
に
な

る
。
現
金
を
送
る
こ
と
は
身

の
丈
に
合
っ
て
い
な
い
し
、

市
内
の
経
済
を
活
性
化
に
繋

げ
る
支
援
方
法
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

　

仙
北
市
議
会
で
は
、

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
一
環
と
し
て
、
各

議
案
に
対
し
て
議
員
の
賛
否
を
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
す
る
こ
と
に
す
る
。

平成23年 第４回 仙北市議会定例会 　（招集日：6/9　最終日：6/28）　　議決結果・議員表決（議長除く）　　凡例　○：賛成　×：反対　欠：欠席 

議案番号 件　　　　　　　名 議決
月日

髙
橋　
　

豪

熊
谷　

一
夫

門
脇　

民
夫

平
岡　

裕
子

狐
崎　

捷
琅

田
口　

寿
宜

阿
部
則
比
古

佐
藤　

直
樹

黒
沢　

龍
己

小
田
嶋　

忠

荒
木
田
俊
一

安
藤　
　

武

小
林　

幸
悦

伊
藤　

邦
彦

青
柳
宗
五
郎

八
柳
良
太
郎

田
口　

喜
義

藤
原　

助
一

髙
久　

昭
二

稲
田　
　

修

佐
々
木　

章

議案第69号 仙北市市民読書条例制定について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第70号 仙北市市税条例の一部を改正する条例制定に
ついて 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第71号 仙北市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例制定について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第72号 仙北市農村公園及び広場条例の一部を改正す
る条例制定について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第73号 仙北市病院事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例制定について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第74号 平成23年度仙北市集落排水事業特別会計への
繰入れ額の変更について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議　案
第75号

平成23年度仙北市一般会計補正予算
（第3号）

6/28 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 欠 × × ×

議案第76号 平成23年度仙北市集落排水事業特別会計補正
予算（第1号） 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第77号 平成23年度仙北市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号） 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第78号 平成23年度仙北市生保内財産区特別会計補正
予算（第1号） 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第79号 平成23年度仙北市病院事業会計補正予算
（第1号） 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第80号 平成23年度仙北市水道事業会計補正予算
（第1号） 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第81号 平成23年度仙北市ごみ処理施設大規模改修工
事請負契約の締結について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議案第82号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
について 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 6/9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

請願第２号
「大曲養護学校児童生徒の放課後生活支援
サービス等」及び「大曲養護学校仙北分教室
開設までの暫定分教室設置」を求める請願書

6/9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

H22年
請願第１号 請願書（雲然地区の水害予防措置について） 6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○


